
FT-817CCP 操作マニュアル 

FT-817（ND を含む）には、CAT-SYSTEM（以下は CAT と呼びます）の機能があり

ます。CAT はパソコンなどから無線機を制御するシステムの事で、無線機の周波

数、電波形式、PTT 等の操作を行う事が出来ます。 

 CAT はインターフェースなので別途制御するプログラムが必要になります。 

有名なプログラムとしては、HamRadioDeluxe や FT-817 Commander（図１）など

があります。また Turbo HAMLOG や JT65 関連のプログラムも周波数の制御や PTT

の ON/OFF に CAT を使用しています。 

 しかし、FT-817 の最大の魅力は屋外を含む移動運用です。最近は、屋外運用

でもノート PC でログを取りつつ、SNS のチェックを行い同時に無線機の操作を

行っていましたが FT-817 は画面が小さいため、FT-817 Commander を導入してみ

ました。しかし、逆に操作画面が大きすぎて全てのボタンが表示できるギリギ

リのサイズに縮小しても画面の一部が重なってしまいました。（図２） 

   

（図 1）FT-817 Commander   （図２）画面サイズ 1280×1024 に同時表示 

そこで、画面が小さくても操作出来るものが欲しいと色々探してみましたが、 

見つかる事ができずツールを自作することにしました。 

 自作といっても、本格的なプログラムではなく Tera Term マクロで簡易に作

成する事にしました。 

FT-817CCP の機能概要 

 ◆FT-817CCP（以下 CCP）の主な機能と特徴 

① FT-817 本体の VFO を制御して周波数とモード（電波形式）を設定できる。 

② FT-817 本体とは別に約 400 チャンネルのメモリーを持ち、ユーザーが自由に

チャンネルを設定できる。（テキストを編集する必要有り） 

③ ダイレクト入力によりキー入力及びコピー＆ペーストができる。 

④ 本体のメモリーは、一切使用しない。（書換えもしない。） 



⑤ CAT を使用する他のツールを同時使用はできません。Turbo HAMLOG を同時使

用する場合は、Turbo HAMLOG の「リグと接続」のチェックを外してください。 

◆CCP のメニュー階層 

（図３）が CCP のトップ画面で、リスト 1つを選択し OK をクリックするサブメ

ニューに移動します。図４は、CCP を先ほどと同じ画面に表示した例です。 

全てが重ならずに表示できます。CCP のメニューは階層構造（図５）になってい

ます。全部の画面を説明しきれませんので、メニューツリーで全体のイメージ

をご確認ください。 

  
（図３）トップメニュー   （図４）HAMLOG、SNS、CCP を同時表示 

 

（図５）メニューツリー 

◆操作方法一覧 

各メニューの操作は以下の様に統一してあります。マウスクリックだけではな



くキーボードからも操作できます。 

操作・機能 マウス操作 代替キー 備考 

決定 OK Enter  

取消・戻る キャンセル Esc トップメニューでは終了 

メニュー選択 クリック ↑/↓ PageUp/PageDown/Tab も使用可 

（表１）オペレーション操作一覧 

各メニューの説明 

◆「BAND/MODE/HOME/VFO」（1段目） 

 このメニューは FT-817 本体のボタン操作を支援します。 

それぞれ BAND/MODE/HOME/VFO に対応しています。（メモリーを除く。） 

ただし、CAT からは DIAL や SEL を操作できませんので、周波数 UP/DOWN で各 MODE

に合わせた UP/DOWN を疑似操作しています。（表２） 

MODE UP/DOWN の STEP 値 

LSB、USB、CW、CWR、DIG ±10Hz、±100Hz、±2.5KHz、±5.0KHz 

AM、FM、PKT ±5KHz、±10KHz、±20KHz、±50KHz 

WFM ±50KHz、±100KHz、±200KHz、±1.0MHz 

（表２）MODE 別 UP/DOWN の STEP 値 

(例１)BAND 操作で 7.030.00 LSB に QSY 

手順 操作 周波数、MODE 

直前  51.000.00 FM 

① 「BAND」→「7MHz」 7.045.00 LSB 

② 「ｷｬﾝｾﾙ」→「周波数 UP/DOWN」→「-5KHz」（3回） 7.030.00 LSB 

（例２）HOME（28～430）操作で 51.000MHz FM に QSY する。 

手順 操作 周波数、MODE 

直前  7.030.00 LSB 

① 「HOME（28～430）」→「51.00MHz FM」 51.000.00 FM 

（例３）MODE 操作で LSB から CW に変更 

手順 操作 周波数、MODE 

直前  7.030.00 LSB 

① 「MODE」→「CW」 7.030.70 CW 

   CW のピッチ周波数の関係で＋700Hz ずれる。 

 

◆固定チャンネル（合計 270 チャンネル） 

28MHz～430MHz と 430MHz レピータ、AIR-BAND 



430MHz レピータと AIR-BAND はお使いの地域に合わせて変更してください。 

 

（図６）チャンネル 

◆メモリー（合計 100 チャンネル） 

 本体に合わせＡ～Ｊグループ×10 チャンネル（=100 チャンネル）が使用 

可能です。地域に合わせて変更してください。（グループ名も編集可能） 

 

        （図７）メモリー 

◆ ダイレクト入力 

CCP 一番の特徴。キーボード入力およびコピー＆ペーストが可能。 

入力フォーマットは周波数(MHz),（カンマ）モードです。 

周波数又はモードを省略可能です。 

例１  7.010,CW     7.010MHz CW 

例 2  145.12      145.12MHz 

例 3  ,FM        FM   ※ ,（カンマ）は省略できません。 

SNSから運用予定周波数をコピー＆ペーストすれば、簡単にQSYが完了します。 

                 

（図８）SNS のメッセージ       （図９）ダイレクト入力 

◆環境設定（CCP の環境および FT-817 との接続設定） 

環境設定はサブメニューがある場合があります。 

・ 本体情報表示 現在の周波数/モード/S メータを表示する。 

今から 7.060 に出ます。 

※先頭が数字から始まれば、 

以降の文字は無視する 

コピー＆ペースト 



      （表示中は動作が少し遅くなる） 

・ LOCK ON/OFF 本体の LOCK 機能と同じ 

・ OFF-BAND 警報 アマチュア無線に許容された周波数を逸脱する場合にメッ

セージを表示する。なお、WFM と AIR-BAND の場合はメッセージを表示しませ

ん。 

 

（図１０）OFF-BAND 警報 

・ 電源 ON 

文字通り電源を ON にします。（OFF は未対応） 

・ メニュー表示位置 

CCP のデフォルトの表示位置は画面右下です。一時的に場所を移動する場合

に使用します。画面サイズによって右下の位置が異なるため必要に応じて、 

CPP のソース（Ver0.3 の場合は）は 32 行目付近の値を修正してください。 

;初期表示は右下。環境設定で変更できます。 

;1280X1024 POS_X =  900 POS_Y = 780 

;1920X1080 POS_X = 1500 POS_Y = 820 

POS_X = 900 

POS_Y = 780 

 

・ 通信設定 

接続する COM ポート、通信速度、コンソールの表示、設定の保存、再接続 

・ 接続確認 

接続状態は VFOA/B を 2 回実施します。（つまり元に戻る。）切替時に周波数

が変われば接続 OK です。 

◆終了 

CCP を終了します。誤って終了しないよう確認メッセージを表示します。 

インストールと環境設定 

◆事前準備 

事前にお使いの環境に合わせて以下の物を用意してください。 

・ 通信ケーブルと対応するＵＳＢドライバー 

・ Tera Term（バージョ 4.54 以降） 



・ CCP の最新版 

実際のインストール手順は以下のとおりです。 

◆通信 USB ポートドライバーのインストール 

ドライバーインストールと通信ケーブルの接続は JT-65 とほぼ同様なため詳細

は省略しますが、基本的には、以下の手順となります。 

① ドライバーをインストールする。 

② ケーブルを接続する。 

③ Windows のデバイスマネージャーで COM ポートの番号を確認する。 

なお、SCU-17 を使用する場合は Enhanced COM Port 側になります。 

◆FT-817 の通信速度を確認・設定 

FT-817 の通信速度は以下の手順で確認してください。 

「F」長押し→「14 CAT RATE」を実施し表示された通信速度をメモしておいて

ください。必要に応じて通信速度を変更する。私の場合は 38400 にしています。 

◆CCP のインストール 

インストール自体は簡単です。 

① 以下の URL から FT-817CCPvxx.lzh（vxx はバージョン番号）をダウンロード 

http://ji1pvv.cocolog-nifty.com/blog/ 

② 取得したファイルを解凍する。 

③ 任意の場所に置く。なお、説明上 C:\\CCP にインストールしたとして解説い

たします。（アンインストールはフォルダごと削除） 

◆Tera Term のインストール 

既に Tera Term(バージョ 4.54 以降)がインストールされている場合、この作

業は不要です。インストールしてない場合や、バージョ 4.54 以前の場合は、 

①最新の Tera Term を以下の URL からダウンロードしてください。（図１１） 

https://ja.osdn.net/projects/ttssh2/releases/ 

exe 形式と zip 形式の２種類が有りますが exe 形式で問題ありません。 

 

（図１１）Tera Term のダウンロード画面 

 

②ダウンロードexeファイルをダブルクリックしてインストールしてください。 

設定はデフォルトのままで問題ありません。 



正常にインストールが完了していれば、デスクトップに Tera Term のアイコン 

が表示されているはずです。 

◆Tera Term の COM ポートの設定 

① デスクトップの Tera Term のアイコンをダブルクリックします。「新しい接

続」が表示されますが、今は接続しないので「キャンセル」します。 

② 「設定」→「シリアルポート」→ストップを「2bit」→｢OK｣ 

③ 「設定」→「設定の保存」→「保存」で設定を保存します。 

通信速度や COM ポートは CCP が設定するので、デフォルトのままで問題あり

ません。 

◆ マクロの起動設定と CCP の通信設定 

ダブルクリックで CCP が起動できるようにするため以下の設定を行います。 

この操作を行うと一気に COM ポートの通信設定までをまとめて行います。 

事前に COM ポートの番号、通信速度のメモを用意してください。 

なお、設定は後で変更する事ができます。 

①「FT-817CCP.ttl」右クリック→「プログラムから開く」→「別のプログラム」

→「その他のアプリ」→「この PC で別のプログラムを探す」（一番下） 

→「C:\Program Files (x86)\teraterm」→「ttpmacro.exe」→「開く」 

以下の画面が開く。（以降は、ダブルクリックで起動） 

 

（図１２）CCP の初期画面 

⑥ 「OK」クリック。 

⑦ COM ポートを選択→「OK」をクリック 

⑧ 通信速度をクリック→「OK」をクリック 

⑨ コンソールは非表示を選択→「OK」をクリック 

（表示はデバックモード） 

⑩ 「設定ファイルを保存しますか？」ときかれるので「はい」をクリック 

（いいえをクリックすると毎回このメニューが出る。） 

 

◆接続確認 

接続を確認してみましょう。 



メイン画面から「環境設定」→「OK」→「接続確認」→「OK」の 

順にクリックし VFO が 2 度切替われば OK です。 

Tera Term のインストールと設定は少し面倒ですが、一度設定してしまえば、以

降の設定は不要です。 

メニューの編集 

 CCP の初期設定のままお使いいただいても問題ありませんが、430MHz レピー

タ、AIR-BAND、FM 放送、AM 放送等はお使いの地域に合わせて修正してください。 

テキスト編集だけで設定できるので、専用の編集ツールは設けておりません。 

【編集の前に】重要 

・ 編集ミスでエラーが発生した場合の事を考え、事前にバックアップを取って

ください。 

・ 編集ミスで CCP が以下のメッセージを発生する場合があります。エラー原因

が表示されますので、確認後「続行」をクリックしてください。絶対に「マ

クロ停止」をクリックしないでください。（トップメニューで終了） 

 

（図１３）エラー発生時 

・ 誤って、「マクロ停止」をクリックしてしまった場合は、以下の手順で 

Tera Term のプロセスを強制終了してください。 

「タスクマネージャー」→「プロセス」→「Tera Term」→「タスクの終了」 

タスクマネージャーの操作が分からない場合は、PC を再起動してください。 

◆CCP の内部構造の概要（Ver0.3 の場合） 

・ 初期設定ブロック  先頭～57 行  編集不可 

・ メモリーブロック   58～198 行  設定値のみ編集可 

・ 固定チャンネルブロック  199～504 行  設定値のみ編集可 

・ プログラム本体      505 行以降  編集不可 

初期設定とプログラム本体は内容を良く理解できない限り変更しないでくだ

さい。メモリーブロックと固定チャンネルブロックも設定値の変更は問題あり

ませんが、数を増やしたり減らしたりしないでください。エラーの原因になり

ます。 

 

 

◆ 編集方法 

メモ帳やサクラエディタ等のテキストエディタを使って編集します。 



メモ帳の場合は、スタートメニューからメモ帳を起動し、FT-817vxx.ttl をドロ

ップすることで起動します。 

 

（図１４）メモ帳で編集中の画面 

◆ メモリーブロック名の編集 

「mem_name[]=’’」がメモリーグループ名の書式です。画面をスクロール 

して変更前の行を表示してください。変更できるのは’’の中だけです。 

なお、；(半角セミコロン)はコメント用なので使用できません。 

【変更前】               

;;;;;グループ名（任意）;;;; 

strdim mem_name  10 

mem_name[0] = 'メモリーＡ【３．５ＭＨｚ帯】' 

mem_name[1] = 'メモリーＢ【  ７ＭＨｚ帯】' 

【変更後】グループ名を 3.5MHz から 3.8MHz に変更する 

;;;;;グループ名（任意）;;;; 

strdim mem_name  10 

mem_name[0] = 'メモリーＡ【３．８ＭＨｚ帯】' 

mem_name[1] = 'メモリーＢ【  ７ＭＨｚ帯】' 

 

変更が終わったら「ファイル」→「上書き保存 CTRL+S」で保存してください。 

CCP を再起動してメニューが変わっていることを確認。 

 

◆メモリーの変更 

「mem_frq[]=’’」がメモリーの書式です。 

周波数の形式はダイレクト入力と共通です。スペースを空ければコメントも書

けます。 

【変更前】 

;;;;;;Group-A;;;;; 



strdim mem_frq  100 

mem_frq[0]  = '3.500,CW  下限' 

mem_frq[1]  = '3.575,USB ＦＴ８' 

【変更後】3.575,USB ＦＴ８ → 3.531,USB ＪＴ６５ 

;;;;;;Group-A;;;;; 

strdim mem_frq  100 

mem_frq[0]  = '3.500,CW  下限' 

mem_frq[1]  = '3.531,USB ＪＴ６５' 

◆固定チャンネル 

「chan_frq[] =’’」が固定チャンネルの書式です。 

周波数の形式はダイレクト入力と共通です。 

430MHz レピータ chan_frq[168]～chan_frq[217] 50 チャンネル 

AIR-BAND  chan_frq[218]～chan_frq[267] 50 チャンネル 

今後の予定・その他 

 現在手元に CCP を確認できる、他の無線機がないため、FT-817 専用にしてい

ますが、確認できれば順次拡大していきます。まだ開発が始まったばかりで、 

不具合も多くあるかと思いますが、順次 Web サイトでフォローしたいと思いま

す。最初は、自分専用に作ったつもりでしたが、結果的には汎用的な仕様にな

りました。シンプルなプログラムですが、ご利用ただければ幸いです。 

 


